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 障がいのあるお⼦さまとそのご家族をパークへご招待 

 「ドリームデイ・アット・ザ・ズー ２０２３ in アドベンチャーワールド」にて 

 WHAT’S YOUR DREAM︖  〜ドリデイスペシャルトークセッション〜  を開催︕ 

                      
            

  「ドリームデイ・アット・ザ・ズー（主催︓和歌⼭ドリデイ２０２３実⾏委員会）」を２０２３年１１⽉２３⽇ 

 （⽊・祝）アドベンチャーワールド（和歌⼭県⽩浜町）で開催いたします。当⽇、パーク内センタードームにて、 

 ともに「だれもがキラボシ」として活躍する社会を⽬指すパートナー企業のみなさまと⼀緒に、特別企画  「WHAT’S 

 YOUR DREAM︖〜ドリデイスペシャルトークセッション〜」  を開催いたします。「和歌⼭ドリデイ２０  ２３実⾏ 

 委員会」が⽬指す、  「 ”特別なとき” が”当たりまえのとき” に変わり、特性や属性に関わらず⼀⼈⼀⼈  が社会の⼀員 

 として、ともに助け合って⽣きていける社会」  をパートナー企業のみなさまと⼀緒に考え、発信してまいります。 

 トークセッションは、アドベンチャーワールド公式YouTubeでも配信を⾏います。 

  特別企画「WHAT’S YOUR DREAM︖〜ドリデイスペシャルトークセッション〜」ついて       
  特設サイト︓  https://www.aws-s.info/dreamday-talk2023 
  開催⽇時 ︓２０２３年１１⽉２３⽇（⽊・祝）午後１時３０分〜午後４時００分 
  会場   ︓アドベンチャーワールド内 センタードーム 滝のある広場 
  参加⽅法 ︓・当⽇⾃由観覧（ドリームデイ・アット・ザ・ズーにご参加の⽅） 
        ・アドベンチャーワールド公式YouTube ライブ配信 
        ※いずれも無料 

  ※２０２３年１１⽉２３⽇（⽊・祝）は「ドリームデイ・アット・ザ・ズー」のため貸切営業です。 
   当⽇⼀般の⽅はご⼊園いただけません。 
  ※ご招待者の⽅が対象のイベントです。参加者応募受付は終了しております。 

 本件に関する報道関係者からのお問い合せは、アドベンチャーワールド経営企画室 広報課までご連絡ください。 

 （TEL︓0739-43-3365   Email︓  pub-iqtkcg@aws-s.com  ） 
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    ＜トークセッション内容＞     ※登壇者・モデレーター敬称略 
    １、ドリデイが⽬指す世界 〜誰もがSmileになる３６５⽇を〜 
     なぜ、アドベンチャーワールドでドリームデイ・アット・ザ・ズーを開催するのか、ドリデイが⽬指す世界 
   とは、「和歌⼭ドリデイ２０２３実⾏委員会」のメンバーでお届けいたします。 

 時 間︓午後１時３０分〜午後２時００分 
 登壇者︓  和歌⼭ドリデイ２０２３実⾏委員⻑ ／アドベンチャーワールド 副園⻑  中尾 建⼦ 

          和歌⼭ドリデイ２０２３実⾏委員会 委員／株式会社オフロード テンダーケア訪問看護ステーション  森 健⼀ 
  和歌⼭ドリデイ２０２３実⾏委員会 委員／公益社団法⼈こどものホスピスプロジェクト   市川 雅⼦ 

    ２、ユニバーサルレストランの未来 〜みんなが楽しく囲める⾷卓〜 
     障がいのある社員や障がい者就労訓練者が活躍するユニバーサルレストランを運営するル・クログループ 
   株式会社クロフィーディング  （※１）  の代表  ⿊岩 様や、アドベンチャーワールド内のレストラン「Jambo  」でも 

 活躍している、分⾝ロボット「OriHime」を製作する株式会社オリィ研究所  （※２）  代表取  締役の吉藤 様を 
   お迎えし、「ユニバーサルレストランの未来」をテーマにお届けいたします。 

     時 間︓午後２時００分〜午後２時４５分 
   登壇者︓ル・クログループ 株式会社クロフーディング 代表取締役 ⿊岩 功 
         株式会社ヘラルボニー  （※３）  代表取締役副社⻑ 松⽥ ⽂登 

 株式会社オリィ研究所代表取締役所⻑ 吉藤 オリィ 
 株式会社アワーズ アドベンチャーワールド 代表取締役社⻑ ⼭本雅史 

    ３、LightUp Gallery プロジェクト 〜アートの⼒で境界線を溶かす〜 
   JT  （※４）  が推進する地域のためになるひと⼯夫を喫煙所などの“まちかど”に加える取り組み、「まち  かど 
   TOPPING」の⼀環として「LightUp Galleryプロジェクト」を発⾜されました。プロジェクトの経緯や想いを 
   みなさまにお届けし、「障がい者アート」の可能性を⼀緒に考えます。 

   時 間︓午後３時１５分〜午後４時００分 
   登壇者︓⽇本たばこ産業株式会社 和歌⼭⽀社⻑ ⽶倉 健 
       株式会社ヘラルボニー代表取締役副社⻑ 松⽥ ⽂登 
       ともにー・アーティスト 澁⽥ ⼤輔 
       株式会社アワーズ アドベンチャーワールド 経営企画室  ⾦崎 伸⼀郎  

 ＜モデレーター＞ 
 アドベンチャーワールド サステナブルSmileアンバサダー／和歌⼭ドリデイ２０２３実⾏委員会 アドバイザー／HI合同会社代表 
 平原 依⽂ 

 【ドリームデイ・アット・ザ・ズーとは】  
  障がいのあるお⼦さまとそのご家族を動物園・⽔族館に招待し、気兼ねなく楽しいひと時を過ごしてもらうため 
 の国際的なプログラムです。１９９６年にオランダのロッテルダム動物園から始まりました。 
  営業終了後の動物園・⽔族館にご家族を招待することから、「  ドリームナイト・アット・ザ・ズー  」という名  称 
 で世界中に広まりました。本イベントは、⽇中開催の為「  ドリームデイ・アット・ザ・ズー  」と名称を変更して  開 
 催いたします。 

 本件に関する報道関係者からのお問い合せは、アドベンチャーワールド経営企画室 広報課までご連絡ください。 

 （TEL︓0739-43-3365   Email︓  pub-iqtkcg@aws-s.com  ） 
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 ※１  【ル・クログループ 株式会社クロフーディング】 
  ル・クロは「ユニバーサルレストラン」をコアコンセプトに様々な事業を⾏っております。フランス料理店 
 「ル・クロ」をはじめ、⼤阪に３店舗、パリに１店舗のフレンチレストランを運営し、ブライダル、プロデュース、 
 リゾートを運営してます。２０１５年に福祉事業所のプロデュースがきっかけに福祉事業が始まりました。 
 これまでの料理⼈として培った技術と店舗運営のノウハウを、障がい者雇⽤の⽣産性向上、作業⾯の安全性の 
 確保、環境の改善に活かしながら環境を整えられると気づき、今では、社内の７割が何らかの障がい特性を持つ 
 スタッフとして働いています。多様性を価値に変える環境、そして、多様性が活かされる社会を⽬指し、それぞれ 
 の個性が発揮できる環境、障がい者が輝ける場所を作っています。 

 ※２  【株式会社オリィ研究所】 
  「⼈類の孤独をリレーションテックで解決する」をミッションとし、コミュニケーションテクノロジーの研究 
 開発、遠隔操作でありながら「その場にいる存在感」を共有できる分⾝ロボット「OriHime（オリヒメ）」製造販売 
 を⾏い２０２３年よりテレワークに特化した障害がある⽅の⼈材紹介サービス「FLEMEE」を提供開始。 
 他プロダクトとして、テレワークでの⾁体的社会参加を可能にする分⾝ロボット「OriHime-D（オリヒメディー）」、 
 重度障害があっても⽬や指先などの僅かな動きだけでコミュニケーションを可能にする意志伝達装置「OriHime 
 eye+Switch（オリヒメアイプラススイッチ）」飲⾷店では、「分⾝ロボットカフェ DAWN ver.β」 （ドーンバージョン 
 ベータ）  常設実験店を⽇本橋にオープン。 

 公式HP︓  https://orylab.com/  （ドーンバージョンベータ） 
 ※『OriHime』『分⾝ロボットカフェ』『OriHime eye』は株式会社オリィ研究所の登録商標です。 

 ※３  【株式会社ヘラルボニー】 
  ヘラルボニーは「異彩を、 放て。」をミッションに掲げる、福祉実験カンパニーです。国内外の主に知的な障害 
 のある作家と契約を結び、２,０００点を超える⾼解像度アートデータの著作権管理を軸とするライセンスビジネス 
 をはじめ、作品をファッションやインテリアなどのプロダクトに落とし込む、アートライフスタイルブランド 
 「HERALBONY」の運営など、福祉領域の拡張を⾒据えた多様な事業を展開しています。これらの社会実装を 
 通じて「障害」のイメージ変容と、福祉を起点とした新たな⽂化の創造を⽬指します。社名である「ヘラルボニー」 
 は、知的障害のある両代表の兄・松⽥翔太が７歳の頃⾃由帳に記した謎の⾔葉です。「⼀⾒意味がないと思われるもの 
 を世の中に新しい価値として創出したい」という意味を込めています。 

 ※４  【JT】 
    ⽇本たばこ産業（以下、JT）は１９８５年に設⽴し、たばこ事業・医薬事業・⾷品加⼯事業を展開していま  す。 
 JT Group Purposeとして「⼼の豊かさを、もっと。」を掲げ、より多くのお客様やパートナーと、さまざまな事業 
 や取り組みを通じて、社会に⼼の豊かさを育んでいきます。また、たばこを吸う⼈も吸わない⼈も、それぞれが 
 認め合うことのできる、⼼地よいひとときを実現したいという想いから、互いに共存できる社会を⽬指したさまざま 
 な取り組みを続けています。今回のLightUp Galleryの取り組みを通じても、地域への貢献につなげれば幸いです 。 

 【アドベンチャーワールド「SDGs宣⾔・パークポリシー」】  https://www.aws-s.com/parktheme-sdgs/ 
  アドベンチャーワールドは、「こころにスマイル 未来創造パーク」として、すべての⽣命にSmile（しあわせ）が 
  溢れる豊かな未来の地球の姿をパークで体現します。パークという”⼩さな地球”を通して、関わるすべての⼈の 
  ⼈⽣が豊かになるように、動物たちの⽣命がずっとつながっていくように、⾃然や資源が循環し再⽣するように、 
  未来のSmileを創り続けていきます。 

 【SDGsについて】 
  SDGsとは「持続可能な開発⽬標（Sustainable Development Goals）」 
  のことです。社会が抱える問題を解決し、世界全体で２０３０年をめざして 
  明るい未来を作るための１７のゴールと１６９のターゲットで構成されてい 
  ます。２０１５年９⽉、ニューヨーク国連本部において１９３の加盟国の 

 全会⼀致で採択された国際⽬標です。 
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 〜和歌⼭ドリデイ２０２３実⾏委員会について〜 

 和歌⼭ドリデイ２０２３実⾏委員会は、「どのような特性や属性の⽅も気にすることなく余暇を⾃由に楽しむことが 

 できる」世の中を⽬指して活動しています。２０１７年より前⾝となる「ドリームナイト・アット・ザ・ズー」を 

 アドベンチャーワールド（株式会社アワーズ）主催で開催していました。しかし、より多くの⽅々に関わって欲しい 

 という思いから、⽩浜町をはじめ全国からイベント主旨にご賛同いただいた企業・団体の⽅と「和歌⼭ドリデイ２０ 

 ２３実⾏委員会」を⽴ち上げ、活動しております。 

 〜和歌⼭ドリデイ２０２３実⾏委員会が⽬指すゴール〜 

 個⼈の特性や属性によっては選択肢が制限されている現状に対し、このような取り組みが提供しているのはまだ ”特別 

 なとき” です。しかし、いつか ”当たり前のとき” に変わり、特性や属性に関わらず⼀⼈⼀⼈が社会の構成員として、 

 ともに助け合って⽣きていける社会になれば、”障害”は障害でなくなると信じています。 

 そんな世の中を⽬指して、私たちはアクションをしていきます。 

 ドリームデイ・アット・ザ・ズー２０２３ in アドベンチャーワールド公式HP▼ 

 URL︓  https://aws-dream.com/ 

 ドリームデイ・アット・ザ・ズー in アドベンチャーワールド公式X（旧Twitter）▼ 

 URL︓  https://twitter.com/Dreamday_in_AWS 

 ドリームデイ・アット・ザ・ズー in アドベンチャーワールド 開催の様⼦▼ 

 ２０２１年度ご紹介URL︓  https://youtu.be/KqycOrhii1c 

 ２０２２年度ご紹介URL︓  https://youtu.be/zWcIPt85GPk?si=9tc4FMQxA_vwtTa2 
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